
☆まずは、情報整備から
▽ 分散する情報を一元化し、総合森林情報管理システムを構築。

　・森林資源情報 ・施業履歴 ・林道情報

　・所有者情報　　 ・売買希望森林情報 ・荒廃林情報

　・施業管理希望情報 ・ボランティア可能林情報　etc

☆みんなが参加しやすい森へ
▽ ボランティア誘導林の愛称公募。

　 (例)銀山の森、縁結びの森、もののけの森、××水源の森

☆ 積極的な情報発信を！ ▽ 空き民家、廃校などを活用し、現地活動拠点（休憩場所、

▽ 総合森林情報管理システムを活用し、広く森林情報や売買 　 作業小屋、宿泊施設など)を提供。 ☆ 積極的な情報発信を！
　 情報を提供し、森林利用の活性化。 ▽ 総合森林情報管理システムを活用し、NPO・企業へボラ

　（例）森林所有者への施業提案 　 ンティア活動のフィールド情報を積極的に提供。

☆ トータル施業委託方式への転換と民間活力の参入 ▽ 県外向けに、銀山周辺など知名度の高い地域での活動を

▽ 施業管理から販売までを見据えたトータル型長期施業受     提案。

　 委託契約への転換促進。 ☆ ひとづくり
▽ 公的第三者機関による「長期施業受委託契約の仲介及び ▽ 実働部隊となるスペシャル森林ボランティアを養成し、

　 金銭受渡し代行システム」導入により、信用力を付与。 　 森づくりプロデューサーを頂点としたボランティアお助け

☆民間資金の呼び込み 　 チームづくり。

▽ ファンド型短期証券による施業管理資金の調達。 ▽ 自然保護レンジャー、鳥獣保護員、森林保全推進員等の

　 活用・連携による森の見守り活動。

☆ 多様な企業参加を！
▽ 企業の森づくりへの地域住民（自治会・学校等）の参加。

▽ 複数企業の寄合型参加による森づくり。

☆ 子どもたち、若者に山とのふれあい体験を
▽ 運動系サークル合宿や野外活動の誘致。

▽ モデル校による子どもたちの里山体験学習事業や先生の

　 森林体験研修を実施。

　 ▽ みーもどんぐり手帳を配布（発行）し、どんぐり収集や

 　体験で、みーもポイント。ポイントは苗木、カブトムシ等

　 と交換。

▽ 小学生薪割りコンクール。

☆ まずは県産材の存在をアピール
▽ 愛称募集〈（例)三瓶山麓の木、奥出雲の木〉や住宅に県産

　 材を使った場合のメリットを示した総合パンフレットの作成。 ☆ 効果的な情報提供
☆ もっと「しまねの木の家」を増やそう！ ▽ 市県民税通知時、自動車税通知時や運転免許更新時を活用。

▽ 既存の新築時助成に加え、県産材を使ってリフォームする ▽ 人から人へ、森林再生PRリレーにより意識啓発。

　 住宅・店舗等への助成（店舗等へ「しまねの木」の表示を ☆ 県民の気持ちを後押し
　 義務付け）。 ▽ 県産木材住宅を建てた人、ペレットストーブを購入した人、

☆ 新しい木材利用を創出 　 森林ボランティア活動をした人に「森にやさしい人認定証」

▽ 火力発電所での木質バイオマス混焼。 　 を発行し、協賛企業によるサービスを実施。

▽ ペレットストーブ等の存在のPR、公共施設（学校等）への ☆ 県職員の率先した取組みを期待
　 導入促進、民間施設への購入費助成。 ▽ 知事をはじめとする県職員等のボランティア活動により先導。

▽ 「しまねの木」 HIGH-デザインコンクール。 ▽ 行政活動での木製品の使用。(例)木の名刺、木の名刺入れ

～林業で守る！「しまねの森」～

～みんなで使おう「しまねの木」～

～「しまねの森」と人との縁結び～ ～みんなで守る！「しまねの森」～

森林の集約化により効率的な林業経営が行われていま
す。また、新たな民間活力の参入が相乗効果となり、
既存事業体にも活力が生まれています。そして、販売
までを見据えた長期的な施業委託が進み、管理者の創
意工夫による管理が図られています。

～県民総出で「しまねの森」の再生を～
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住民参加の森づくり
～森とのふれあいから生まれる地域の森～

■森林の集約化による効率的な林業経営が行われている。

■長期施業委託により、計画的な管理が行われている。

■新規参入がすすみ、既存事業体も活性化している。

つよい林業の森づくり
～しまね型森林・林業循環システムの構築～

みず・みどり
　みまもり はぐくむ
　　　　　　　森がすき

■しまねの木が広く愛用されている。

■燃料としての木材使用が普及している。
　　※火力発電所での木質バイオマス混焼
　　※ペレットストーブの普及

　県民一人ひとりが、
　■清らかな島根の原点である「しまねの森」の現状、機能を
     理解し、関心を持っている。

　■「しまねの森」を中心とした自然環境を自慢できる財産と

　　して、自分たちの手で残して行こうと思っている。

　■森林の再生に協力し、森を守るために取り組んでいる。

■ＮＰＯ法人をはじめとしたボランティアにより保全活動が
　 継続的に行われている。

■県内外企業が地域の森林の応援団になっている。

■住民にとって森は身近なものになっている。

県民の意識づくり

目指す「しまねの森」 目指す「しまねの森」

目指す「しまねの森」
目指す「しまねの森」

手　段

手　段

手　段

手　段

間伐、伐採、植林のサイクルを再構築し、林業の再生、自然環境の保全、木材資源の有効活用を！


